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1.1 研究背景  
中国国家統計局(本研究では、組織や法の正式名称を除き、中華人民共和国を中国とする。)の
人口調査1（中華人民共和国の全国人口普査2：中華人民共和国の全国人口調査、以下、人口調
査とする。）のうち、最新の調査である 2010 年現在の第六回人口調査の結果によると、65 歳以上
の高齢者の割合は 8.9%で、60 歳以上の高齢者の割合は 13.3%であった。2000 年の第五回人口
調査の結果と比較すると、65 歳以上の人の割合が 1.9 ポイント、60 歳以上の人の割合が 2.9 ポイ
ント増加している。 









倍の 14％へ達するまでの所要年数6)は 27 年であり、日本の 24 年より長いものの、フランスが 130
年、スウェーデンが 85 年、アメリカとオーストラリアが 79 年と、他国と比較すると短い。加えて、



































































































充足する 1 つの手段であり、その実践の場の 1 つとして公共図書館が考えられる。 
さらに、図書館と利用者の関係性の変化に着目すると、一歩進んだ高齢者サービスの姿がみえ






























































































1.5 論文の構成  
本研究では、9 章で構成する。  



































る）35では、高齢者の分類が年齢によって、三つに分けられており、60 歳から 69 歳までの人を低齢















































る。1953 年、1964 年、1982 年、1990 年、2000 年に実施しされている。中華人民共和国の全国人







3United Nations. The aging of populations and its economic and social implications. United 
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14曽穎.終身学習与図書館老年読者服務.科技情報与経済.2009,p.90-92． 
15余燕芳.終身学習平台構建研究.経済科学出版社.第一版.2014.9,p.25. 
16中華人民共和国教育部.面向 21 世紀教育振興行動計画. 
1998.http://old.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/moe_177/200407/2487.html. 
（参照 2017-11-8） 
























30湯更生 全根先ほか.公共図書館与中国老年教育.国家図書館出版社.第 1 版.2015.8,243p. 






おける高齢者の生活状況を把握するために実施している調査である。2000 年から、５年に 1 回、
サンプリング調査を行っており、現在まで、4 回実施されている。2018 年の報告書における調査に
ついて述べる。第 4 回中国の都市と農村における高齢者の生活状況のサンプリング調査では、




                                                                                                                       









部紀要.第 28 号.1996,p.1-11. 
40荒木昭次郎.自治行政における公衆協働論－参加論の発展形態として－.東海大学政治経済学



















中国国家統計局の最新の人口調査1である 2010 年現在の第六回人口調査によると、65 歳以上
の人口の割合は 8.9%で、60 歳以上の人口の割合は 13.3%であり、中国は高齢化社会である。 
また、中国社会における高齢化の特徴として、高齢化の進行速度が速いことが挙げられる。例え
ば、上海は、最も早く「高齢化社会」になった都市であり、1979 年に上海市の 65 歳の人口の割合
が 7％を超えた。一方で、中国の西北部に位置する自治区である寧夏市が「高齢化社会」となるの

















また、高齢化が顕著となった 2010 年以降の 2012 年には、全国老齢工作委員会辦公室が公布
した「関于進一歩加強老年文化建設的意見」(关于进一步加强老年文化建设的意见)5において






































レベルの図書館に分けられている10。2017 年 11 月公布された「中華人民共和国公共図書館法」11
の第 1 章の第 5 条によると、中国国務院12が中国の公共図書館を管理することが定められている。
また、県級レベル以上の公共図書館は、各レベルの人民政府に管理されることが定められている。   
中国の行政区分は、省級、地級、県級、郷級の 4 つのレべルに分けられている。全国に 23 















表 2-1 2016 年中国各級レベルの公共図書館設置率（%） 
 館数 行政区画の数 設置率（%） 
国家レベル 1 1 100 
省級レベル 39 39 100 
地級レベル 369 34 100 
県級レベル 2,744 2,851 96.2 
（出典：2017 年公開の中華人民共和国統計局の国家データより作成16） 
 





図 2-1 1997 年－2016 年県級レベル以上の公共図書館の館数推移 
（出典：2017 年公開の中華人民共和国統計局の国家データより作成17） 
 
図 2-1 は、中国の公共図書館の 1997 年から 2016 年までの県級レベル以上の公共図書館の















































表 2-2 2014 年-2016 年公共図書館数の推移 
 2014 年 2015 年 2016 年 
国家レベル 1 1 1 
省級レベル 39 39 39 
地級レベル 361 365 369 
県級レベル 2,716 2,734 2,744 
合計 3,117 3,139 3,153 
（出典：2017 年公開の中華人民共和国統計局の国家データより作成18） 
 




表 2-3 2007 年-2016 年県級レベル以上の公共図書館の利用現状19 
 2007 年 2014 年 2015 年 2016 年 
貸し出し者延べ人数（万人） 2,6103 5,3036 5,8892 6,6037 
蔵書数（万冊） 5,2053 7,9092 8,3844 9,0163 
人当たりの蔵書冊数（冊） ― 0.6 0.6 0.7 
講習会の開催回数（回） ― 5,4939 5,9562 6,9308 
講習会参加延べ人数（万人） ― 974 934 1057 
展示会の開催回数（回） ― 1,8124 2,0481 2,6588 
展示会参加延べ人数（万人） ― 3821 4722 5783 
（出典：2017 年公開の中華人民共和国統計局の国家データより作成20） 
 
表 2-3 は、2007 年から 2016 年までの県級レベル以上の公共図書館の利用現状である。2016
年の公共図書館の貸し出し者延べ人数は 2007 年の約 2.5 倍である。また、2016 年の公共図書
館の蔵書数は 2007 年より 3 億 8,110 万冊増加し、1.73 倍である。さらに、2015 年と比べると、公
衆一人当たりの蔵書冊数は 0.6 冊から 0.7 冊になった。講習会の開催回数について、2015 年は
2014 年より約 5,000 回増加し、2016 年は 2015 年より約 1 万回増加した。一方、講習会に参加し




また、公共図書館の展示会の開催回数も年々増加しており、2015 年が約 2,000 回、2016 年が約
6,000 回増加した。2016 年の公共図書館の展示会の開催回数は 2014 年の約 1.47 倍である。公
共図書館の展示会に参加した延べ人数も、展示会の開催回数の増加に伴い増加しており、2016
年の公共図書館の展示会に参加した延べ人数は 2014 年の約 1.51 倍である。 
次に、中国の公共図書館の役割について述べる。 


















 また、柯23は下記の通り、中国の公共図書館の社会的な役割は主に 9 つあると述べている。 
(1)文化センター機能 
①5,000 年の歴史がある中国の文化を保存すること、②先進的な文化を宣伝すること、③公衆の












提供することの 3 つが挙げられる。 
(4)情報リテラシー教育機能 
①公衆にコンピューターなどの端末の基礎的な使い方の教育を提供すること、②入手した情報へ











対応できるように心がけることの 3 つが挙げられる。 
(8)コミュニティセンター機能 
①コミュニティで文化サービス・情報サービスなどを提供するため、プログラムを開催すること、②
コミュニティの公衆に情報サービスを提供することの 2 つが挙げられる。 
(9)学術研究機能 
①個人・団体など研究への支援を提供すること、②公共図書館も社会問題などの研究を展開する














































1970 年代、米国図書館協会(American Library Association: ALA)は、高齢者の図書館サービ
スを定義する必要性を指摘し28、1999 年に、55 歳以上を対象とした「高齢者における図書館サー
ビスのガイドライン」(Library Services to Older Adults Guidelines)を公開した。その後、2005 年、
2008 年「Guidelines for Library and Information Services to older Adults」と改訂されている。また、
2017 年に、最新版の「60 歳以上の利用者に向ける図書館サービスのガイドライン：ベストプラクテ
ィス」29 (Guidelines for Library Services with 60+ Audience: Best Practices)が発表された。2017 年
に公開されたガイドラインは、「職員の訓練」(Staff Training)・「情報サービスとコレクション」
(Information Services and Collections)・「プログラミング」(Programming)・「技術」(Technology)・「アウ
トリーチとパートナーシップ」(Outreach and Partnerships)・「ホームバウンド（身体障害や認知障害
がある在宅の利用者を指す）と特別な利用者へのサービス」(Services to the Homebound and 





















































































































http://data.stats.gov.cn/easyquery.htm?cn=C01 .(参照 2018-9-30) 
15中国人大網.中華人民共和国公共図書館法.2017（2017 年 11 月 4 日第 12 期全国人民代表大
会常務委員会第 13 回会議修正通過）
年,http://www.gov.cn/gongbao/content/2004/content_62714.htm（参照 2017-11-20） 
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21中国人大網.中華人民共和国公共図書館法.2017（2017 年 11 月 4 日第 12 期全国人民代表大
会常務委員会第 13 回会議修正通過）
年,http://www.gov.cn/gongbao/content/2004/content_62714.htm（参照 2017-11-20） 












27中国人大網.中華人民共和国公共図書館法.2017（2017 年 11 月 4 日第 12 期全国人民代表大
会常務委員会第 13 回会議修正通過）
年,http://www.gov.cn/gongbao/content/2004/content_62714.htm（参照 2017-11-20） 
28Library Services to Older Adults Guidelines. 1996, 
http://www.ala.org/Template.cfm?Section=adultlibrary&template=/ContentManagement/Content
Display.cfm&ContentID=26943(参照 2018-9-1) 
29ALA.Guidelines for Library and Information Services to older Adults.2008, 
https://journals.ala.org/index.php/rusq/article/viewFile/3692/4026.(参照 2018-9-1) 




32大串夏身 常世田良.図書館概論.第 2 版.学文社.2014.4,p.16. 



































3.1.1 生涯学習に関する概念  
1965 年 12 月にパリでユネスコが主催した「成人教育推進国際委員会(International Committee 







































































に、「中国が生涯教育の研究を始めたのは 1970 年代末から 1980 年代初頭である。国際社会より


























































































































































つとして実施され始めた。その際、以下の 5 つが生涯教育に関する目標として挙げられている。 

















































































































ログラムとする）を提供している。本事例調査が実施された 2003 年の 1 年間、上海図書館への来
館延べ人数は約 210 万人であった。また、上海図書館に公開された最新の統計データから、
2016 年の 1 年間に、上海図書館へ来館した延べ人数は約 1,443 万人であった60。 




名著の内容をより深く知ってもらうというプログラムである。2004 年 5 月 29 日には、顧紹文という
中国作家協会の成員が「水滸伝」の内容を解説する講座が実施された61。 
このように、上海図書館は長期に亘り、生涯学習プログラムを市民に提供し、教育を受ける機会
を提供している。2018 年は、上海図書館の講座が開始されてから 40 年目であった62。40 年間の
間に、上海図書館の講座が 3,000 回以上行われ、上海図書館で文化活動を利用した利用者の
延べ人数が 140 万人を超えた63。また、2016 年の 1 年間で、上海図書館に行われていた講座、
展示会、図書館プログラムなどの図書館文化活動に参加した利用者の延べ人数が約 50 万人で
あった64。 
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33余燕芳.終身学習平台構建研究.北京経済科学出版社.第 1 版.2014.9,p.25. 
34呉遵民.終身教育的基本概念. 江蘇開放大学学報.2016.1,p.75-79. 
35白石克己 黒河内敏正ほか.生涯各期の教育.第 3 版.実務教育出版.1990.6,p.134-135. 
36陳剛.基于老年人行為心理需要的公共図書館適老化研究始探.天津大学建築学院.2016.修士
論文. 


















47賀宏志.我国終身教育体系及其推進策略研究.第 11 版.首都師範大学出版社.2013,p.45-72. 







54賀宏志.我国終身教育体系及其推進策略研究.第 11 版.首都師範大学出版社.2013,p.45-72. 
42 
 
                                                                                                                       
55郝克明.経済全球化与中国終身学習体系的の構建.北京大学教育評論.2003,1,p.31-36. 
56郝克明.経済全球化与中国終身学習体系的の構建.北京大学教育評論.2003,1,p.31-36. 
57賀宏志.我国終身教育体系及其推進策略研究.第 11 版.首都師範大学出版社.2013,p.45-72. 
58金紅亜 周慧林.図書館と終身教育：上海図書館読者教育実践. Lifelong education and 
libraries.2005,5,p.97-102. 
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つの県から構成されている。杭州市は、高齢化が進行しており、2016 年までに 60 歳以上の人口





杭州図書館は 1958 年初めに杭州市の青年路に設立された。1986 年には杭州市の浣紗路へ
移転し、2008 年 10 月には、杭州市の銭江新城に杭州図書館の新館が開館した。杭州図書館は
中国の国家一級館5、国際図書館連盟の会員館、OCLC の管理会員館である。2017 年現在、蔵
書 564 万 120 点、職員 197 名を有し、敷地面積 4.38 万平方メートルで、地上４階から地下一階ま
で、2300 席以上の閲覧席を設置している。閲覧室、展覧室、多目的ホール、交流空間、音楽鑑賞
室などが設置されている。また、図書自動貸出装置やパソコンも利用者に提供している。2017 年
の来館者は延べ 5,142,926 人、貸出資料数 313 万 4,204 点で、デジタル資料のダンロード数は




















ンスサービス（Reference and Consultation）、デジタル資料サービス（Digital Resource Service）、地
域文献の開発と利用（Local Literature）、古籍（Ancient Books）、教育と訓練（Academic and 




2013 年 10 月に、杭州図書館は先進的な高齢者サービスを提供している公共図書館として、
「敬老文明号」という称号が授与された11。また、杭州市は、高齢化が進行しており、2010 年 12 月




4.2 2016 年の杭州図書館の高齢者プログラム  
本調査では、高齢者サービスに関する事例調査を実施するため、杭州図書館にて、2016 年に
行われた高齢者プログラムについて述べ、高齢者サービスの現状と課題を明らかにする。高齢者
プログラムに関する文献調査の対象として、杭州図書館の 2016 年 1 月から 12 月までの「杭州図

















表 4-1 高齢者を対象として企画された図書館プログラムの回数と内容(2016) 













10 5 月 22 日、「スマホのショッピング
アプリの使い方」の講習会 
 
表 4-1 では、2016 年に杭州図書館が行った、高齢者を対象として企画されたプログラムの回数
と内容である。ここで、それぞれの高齢者を対象として企画された図書館プログラムを説明する。 
(1)「時光之旅プログラム」：「時光之旅」は、2011 年 5 月に結成された高齢者による撮影の同好会
の「時光之旅」老年撮影隊である。「時光之旅プログラム」では、杭州図書館である担当講師が、高
齢者に撮影スキルを教えながら撮影の経験をシェアする、といった内容の講習会を行っている。時
光之旅の受講生は、2013 年現在、55 歳から 83 歳の約 40 名である。2013 年までの間に 6 回の
作品の展覧会を行っている。また、2013 年までに 30 回以上の屋外撮影を行い、4,500 枚以上の






 2016 年の１年間に限ると、「時光之旅プログラム」は 45 回実施されており、「医師のお話を聞こう」
と「生活で偶々得た知恵」をそれぞれ 10 回実施されている。以上の 3 つのプログラムは定期的な
頻度で開催されている。 
次に、2016 年 1 月から 12 月までに杭州図書館が実施したプログラムにおける高齢者を対象と
して企画された図書館プログラムの位置付けを明らかにする。 






表 4-2 2016 年行われていた図書館プログラム 



















 表 4-2 では、2016 年 1 月から 12 月までの「杭州図書館の活動一覧」に記載にあった各プログラ
ムとその実施状況を示している。2016 年、杭州図書館が実施したプログラムは、12 種類あり、1 年
間に行ったプログラムの回数は 1,138 回である。実施回数が最も多いプログラムは「文化体験プロ
グラム」の 463 回である。 






は 3 種類あり、「時光之旅」「医師のお話を聞こう」「生活で偶々得た知恵」プログラムである。 
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(2)杭州図書館が 2016 年に行ったプログラム 1,138 回のうち、高齢者を対象として企画された図書
館プログラムは 65 回で、すべてのプログラムの 5.7%である。 
 
4.2.2 高齢者を対象として企画された図書館プログラムと児童ヤングアダルトプログラムの比較 
高齢者を対象として企画された図書館プログラムが 65 回であり、すべてのプログラムの 5.7%で
あった。「高齢者を対象として企画された図書館プログラム」が少ないか否かを判断するため、高齢
者を対象として企画された図書館プログラムと児童ヤングアダルトプログラムの比較を行う。 
2016 年に実施された杭州図書館の児童ヤングアダルトプログラムは 3 つに分けることができる。







































数は同じような回数で実施されていた。7 月と 8 月に「夏休みの特別なプログラム」があるため、児











1 月と 2 月以外の月は、毎月実施されている児童ヤングアダルトプログラムの回数は、高齢者を
対象として企画された図書館プログラムの回数より多かった。また、2016 年に杭州図書館で行った
プログラムの回数と比べ、高齢者を対象として企画された図書館プログラムの割合は全体のプログ




























表 4-3 参加者の多くが高齢者である図書館プログラムの回数と内容(2016) 
プログラム 回数 


















































図 4-4 すべてのプログラムに占める高齢者プログラムの割合 
 
























表 4-4 高齢者プログラムの開催する場所 















































4.3 杭州図書館の高齢者プログラムに対する考察  




プログラムが 65 回で、すべてのプログラムの 5.7%しか占めてないことが明らかになった。 
一方、杭州市の杭州市統計局によると、2016 年末までに 18 歳以下の人口の割合が 16.0％で




























2中共杭州市委 杭州市人民政府.杭州概况. “中国杭州”政府門戸網站. 
http://www.hangzhou.gov.cn/art/2015/12/16/art_1085336_346424.html(参照 2018-7-8) 
3杭州人民政府地方辦公室.杭州年鑑 2017.方志出版社.第 1 版,2017.10,p.469. 
4杭州人民政府地方辦公室.杭州年鑑 2017.方志出版社.第 1 版,2017.10,p.469. 
5国家一級館:2005 年、中華人民共和国文化和旅遊部が公布した『文化部関於命名一、二、三級
図書館的決定』によると、建築面積が 6,000 平方メートル以上、年間経費が 80 万人民元以上、貸
出資料数が 20 万件以上の図書館に対し、国家一級館、国家二級館、国家三級館の称号を付与
する。2013 年には、中華人民共和国文化和旅遊部が第 5 回の見直しを行い、中国における国家
一級館には，首都図書館はじめとした 859 館、国家二級館には天津市河西区図書館をはじめとし











杭州図書館パンフレット.2018 年 4 月公開.) 
9杭州図書館.杭州図書館生活主題分館.http://www.hzlib.net/fwwd/404.htm（参照 2018-4-30） 
10杭州図書館.杭州図書館パンフレット.2018 年 4 月公開. 
11杭州図書館.杭州図書館敬老服務概況（2013 年までに、高齢者に関するプロフラムのまとめの書
類である）.内部資料.（参照 2016-11-6） 
12杭州人民政府地方辦公室.杭州年鑑 2017.方志出版社.第 1 版,2017.10,p.469. 
13杭州図書館.杭州図書館敬老服務概況（2013 年までに、高齢者に関するプロフラムのまとめの書
類である）.内部資料.（参照 2016-11-6） 
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15G20 に関するプログラム(G20 主題活動): G20 は"Group of Twenty"の略で、主要国首脳会議
（G7）に参加する 7 か国（カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、日本、英国、米国）、欧州連合（EU）、
ロシア連邦、中国、韓国、インド、インドネシア、オーストラリア、トルコ、サウジアラビア、南アフリカ、
メキシコ、ブラジル、アルゼンチンの 20 か国・地域から構成される。2017 年 9 月 4 日に G20 杭州
サミットは中国の杭州市の杭州図書館で行った。G20 に関するプログラムは杭州図書館が G20 を
迎えるために、行ったプログラムである。杭州図書館.杭州図書館敬老服務概況（2013 年までに、
高齢者に関するプロフラムのまとめの書類）.内部資料.（参照 2016-11-6） 
16敬老の月プログラム(敬老月主題活動)：陰暦 9 月 9 日は中国の重陽節という祝日である。2010
年から、全国老齢工作委員会办公室の政府機構は全国で「敬老の月」というプログラム（重陽節が
ある一ヶ月間で行うプログラムである）を提唱した。2016 年の重陽節は 10 月にあった。杭州図書
館は 10 月を「敬老の月」として、「敬老の月プログラム」を行った。杭州図書館.杭州図書館敬老服





之夜” 主題活動)：1995 年にユネスコは毎年の 4 月 23 日を「世界読書・著作権デー」と呼ぶことを
設定した。国と地域によって、読書と本に関するプログラムを行っている。杭州図書館は、2016 年




国の建国記念の日（毎年の 10 月 1 日）は「国慶節」という。「建国記念日プログラム」は 10 月に、
建国のお祝いのプログラムを行った。杭州図書館.杭州図書館敬老服務概況（2013 年までに、高
齢者に関するプロフラムのまとめの書類）.内部資料.（参照 2016-11-6） 






22杭州市社会経済調査局. 2017 年杭州統計年鑑. 第二篇 人口和就業人員.2-05 分地区戸籍
人口年齢构成(2016 年末). http://tjj.hangzhou.gov.cn/tjnj/nj2017/index.htm (参照 2018-8-15) 
23杭州市社会経済調査局. 2017 年杭州統計年鑑. 第二篇 人口和就業人員.2-05 分地区戸籍
人口年齢构成(2016 年末). http://tjj.hangzhou.gov.cn/tjnj/nj2017/index.htm (参照 2018-8-15) 
24杭州市社会経済調査局. 2017 年杭州統計年鑑. 第二篇 人口和就業人員.2-05 分地区戸籍











5.1 調査の概要  
本調査は、杭州図書館を調査対象館とする。 
杭州市は、中国の中でも特に高齢化が進行している地域である。2010 年 12 月現在の杭州市
における 60 歳以上の人口は 17.1%であった。その後、第 4 章でも述べた通り、杭州市は、2016 年
の時点で、60 歳以上の人口の割合が 21.6%を占めている 。この割合は、全国の 60 歳以上の人
口の割合である 13.3%より多く、全国と比較すると、より深刻な高齢化に直面していることが見て取
れる。この状況を受け、杭州図書館は高齢者サービスを提供しており、2013 年 10 月には、先進的
な高齢者サービスを提供している公共図書館として、「敬老文明号」という称号が授与された。第 4












































No 場所 実施方法 配布数 回収数 回収率 有効回答数 
A 総館 個別調査法、留置調査法 218 218 100% 198 
B 生活主
題分館 
個別調査法、留置調査法 41 41 100% 37 
C 集合調査法 41 27 65.9% 22 































 (1) 性別 
 
図 5-1 回答者の男女比 （n=257） 
 

















ている。同報告書を参考にし、60 歳から 69 歳までの人を低齢高齢者、70 歳から 79 歳までの人を
中齢高齢者、80 歳以上の人を高齢高齢者としている。本研究も同じ区分を用いて、高齢者を低齢
高齢者、中齢高齢者、高齢高齢者に分ける。 
本調査では、低齢高齢者 164 人(63.8%）、中齢高齢者 72 人(28.0%)、高齢高齢者 21 人(8.2%)で
あった。回答者は 60 代の低齢高齢者に集中し、低齢高齢者が半数以上の 164 人(63.8%）で、高
齢高齢者の割合が最も少ない。 
 
  (3) 最終学歴 
 























図 5-3 は、回答者の最終学歴の状況の結果である。257 の有効回答数のうち、最終学歴が「中
学校」の回答が最も多く、68 人(26.5%)を占めている。次に、「大学」と「高等学校」の回答が 55 人
(21.4%)と 52 人(20.2%)である。また、「専門学校」が 51 人(19.8%)を占めている。また、「小学校」の
回答が 26 人(10.1%)で、「大学院」の回答が 3 人(1.2%)を占めている。「学校に通ったことがない」と






図 5-4 回答者の利用頻度の状況 (n=257)  
 
図 5-4 は、回答者の利用頻度の状況の結果である。そのうち、「週に 1 回か 2 回」が最も高く、
97 人(37.7%)を占めている。次は、52 人が(20.2%)「半月に一回」である。続いて、「ほぼ毎日」が 39
人(15.2%)を占めており、「月に 1 回」が 35 人(13.6%)を占めしている。「その他」と「年に数回」が 24
人(9.3%)と 10 人(3.9%)を占めている。この結果から、杭州図書館を利用している高齢者のうち、223























































している回答者が最も多く、169 人(65.8%)を占めた。また、「やや満足」と回答した回答が 78 人































































図 5-10 回答者の高齢者に関するプログラムの参加状況（複数選択 n=108） 
 
図 5-10 は、回答者の高齢者に関するプログラムの参加状況の結果である。45 人(41.7%)の回答
者は「中国芝居と映画鑑賞」プログラムへ参加したことがあり、次は、「音楽鑑賞」プログラム、「健康
の講習会」プログラム、「中国書道・水墨画に関する展示会」プログラムの回答がそれぞれ 34 人















































































































































































197 人(76.7%)である。「老年大学」、「コミュニティ」、「その他」のそれぞれの回答が 47 人 (18.3%)、














































 a. 実践形式 
 



























































が 99 人(46.0%)である。また、「どちらともいえない」の回答は、13 人(6.0%)であった。一方、「やや不
満」と「非常に不満」の回答はなかった。 
 










































































  以上の回答のうち、6 つの回答が生活主題分館で「時光之旅」プログラムが行われていた際に
集合調査法でアンケート調査を実施した結果である。その中に、２つの「c.撮影に興味がある」の回
答が含まれている。 













b. 杭州図書館の高齢者プログラムに興味がある。（3 人） 
 













































































図 5-17 回答者のボランティア経験の有無の状況(n=254) 
 
図 5-17 は、回答者のボランティア経験の有無の結果である。254 の回答のうち、「杭州図書館
でボランティア経験がある」の回答が 8 人(3.1%)である。これに対し、「杭州図書館でボランティア経





b. ボランテイア活動の内容が気に入っている(3 人) 
  








































表 5-3 「時光之旅プログラム」の参加（単位：人） 
 参加あり 参加なし 合計 
調査Ｂ2 1 36 37 
調査Ｃ 22 0 22 







図 5-18 「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の「生涯学習」という言葉がわかるか 
 
  図 5-18 は、「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の「生涯学習」という言葉がわか
るかという質問項目の調査結果を示している。「高齢者によるプログラム参加経験あり」グループの
19 人(82.6%)の回答者が生涯学習という言葉がわかる。「高齢者によるプログラム参加経験なし」グ






















図 5-19 「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の生涯学習の実践場所の状況 
 
  図 5-19 は、「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の回答者の生涯学習の実践場
所の状況である。回答者の生涯学習の実践場所は、主に「図書館・博物館・美術館」と「家」であ
る。「高齢者によるプログラム参加経験あり」グループの回答者が「老年大学」、「コミュニティ」と「そ
の他」の場所を生涯学習の実践場所とするそれぞれの回答者が 15 人(65.2%)、8 人(34.8%)と 3 人
(13%)であり、「高齢者によるプログラム参加経験なし」グループの回答者が 7 人(19.4%)、4 人
(11.1%)と 0 人(0%)である。「老年大学」、「コミュニティ」と「その他」の場所で生涯学習を実施する割
合は、「高齢者によるプログラム参加経験あり」グループの回答者は「高齢者によるプログラム参加
経験なし」グループの回答者と比べ、それぞれ 45.8 ポイント、23.7 ポイント、13 ポイント高い。 
また、「図書館・博物館・美術館」、「家」を生涯学習の実践場所とする「高齢者によるプログラム
参加経験なし」グループの回答者が 33 人(91.7%)、27 人(75%)で、「高齢者によるプログラム参加経






































































図 5-20 「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の公共図書館での 
生涯学習の経験 
 
  図 5-20 は、「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別の公共図書館での生涯学習の
経験を示している。「高齢者によるプログラム参加経験あり」グループの回答者が公共図書館での
生涯学習の経験がある回答が 32 人(88.9)%で、「高齢者によるプログラム参加経験なし」グループ
























































図 5-22 「高齢者が主催する高齢者プログラム」への参加別のボランティア活動の経験 
 









































「やや満足」と感じる回答者の割合は資料が 91.4%、施設・設備が 96.2%、サービスの利用が 91.4%
である。一方、資料、施設・設備、サービスの利用について「非常に不満」と「やや不満」を感じる回



















































































































































表 6-2 インタビュー調査対象者の内訳 
No 所属 図書館の
在職年数 





















10 女性 35 
D 生活主題分館 
（図書館員） 
















14 女性 44 
G 生活主題分館 
(主任・責任者) 
12 女性 72 
 














  調査対象者の業務内容は以下の表 6-3 の通りである。 
 
表 6-3 調査対象者の業務内容 
 所属 主たる業務内容 
A 総館 文献貸出センターカウンターで、レファレンスサービスを提供 
B 総館 文献貸出センターカウンターの業務と芸術、教育に関する書架整理 
C 総館 文献貸出センター文献貸出センターでのカウンター業務 
D 生活主題分館 センターカウンター業務と書籍整理 
E 生活主題分館 図書館プログラムを計画、総館との連絡係 
F 生活主題分館 図書館プログラムの企画・実施およびプログラムに関する資料の管理 









































































に行なっているという者もあった。一方、もう 1 人は「よくわからない」と回答した（C, 総館）。(発言の




























































































































































































内の業務に限らず、高齢利用者の生活面のニーズにもできれば答えると回答した者が 1 人いた。 





































































































































































いて、年 200 回の参加者が 20 人以上のプログラムを行う目標が掲げられている。主任はプログラ
































































































































る。第 1 節では調査の概要を記載し、第 2 節では高齢者を対象として企画された「時光之旅」プロ
グラムについて説明する。第 3 節では調査結果を分析し、第 4 節で調査結果をまとめる。 
 
7.1 調査の概要  























































年 実施回数（回） 参加延べ人数（人） 
2014 30 1,841 
2015 47 1,969 
2016 44 1,390 
合計 121 5,200 
出所：2013.12-2014.11 活動回数統計3、2014.12-2015.11 活動回数統計4、2015.12-2016.11 活動
回数統計5を基に作成 
 
表 7-2 は、2014 年から 2016 年まで「時光之旅プログラム」の開催状況である。生活主題分館の
内部資料の「2013.12-2014.11 活動回数統計」6、「2014.12-2015.11 活動回数統計」7、「2015.12-
2016.11 活動回数統計」8によると、2013 年 12 月から 2016 年 11 月の間に、「時光之旅」プログラ























































(1)老年大学の撮影授業の担当講師を担当している。2016 年から、初級・中級・高級の 3 つの種
類のクラスの撮影授業を担当している。週 1 回、1 回あたり 2 時間で実施している。 
(2)「武林心航公益老年学堂」という杭州市にあるコミュニティの高齢者向けの撮影講習会の担当












































































































































































































































































































































































































































































































































るという回答は 13 人であり、約 5％であった。うち、9 人が低齢高齢者、4 人が中齢高齢者であっ
た。また、13 人のうち 12 人の最終学歴が高等学校以上であった。一方、「高齢者の生活状況に関
する中国政府報告書」によると、2015 年 8 月 1 日時点に、中国の高齢者の最終学歴のうち、中学
校以上の学歴を持つ高齢者は約 3 割のみであった。公共図書館との協働の経験がある回答者の
学歴が全国の平均水準より高いことがわかった。 
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A.ほぼ毎日 B.週 1 回か 2 回 C.半月に 1 回 
D.月に一回 E.年に数回 F.その他（ ） 
2.杭州図書館の利用時間 
A.1 日間 B.6 時間 C.3 時間 D.2 時間 E.1 時間 
3.杭州図書館の施設・設備に満足できるか。 
A.非常に満足 B.やや満足 C.どちらともいえない  
D.やや不満 E.非常に不満 
4.杭州図書館の資料の利用に満足できるか。 
A.非常に満足 B.やや満足 C.どちらともいえない  
D.やや不満 E.非常に不満 
5.杭州図書館のサービスの利用に満足できるか。 




A.ある・1 回 B.ある・2〜10 回 C.ある・11〜30 回  
D.ある・31 回以上 E.ない 
7.（「ある」を選んだ人だけ）参加した杭州図書館の高齢者に関するプログラ
ムは以下の何（複数選択できる） 
A. 時光之旅 B. 先生のお話聞こう C. 生活偶々得た知恵  
D.癒される読書  E.中国国学と民俗の講座  F.料理教室 
G.歴史の講習会 H.音楽鑑賞  I.健康の講習会  J.生け花の体験教室 
 K.中国芝居と映画鑑賞  L.中国の伝統芸能の展示会 
 M.中国書道・水墨画に関する展示会  N.写真の展示会 











のことを指します。） A.わかる B.わからない 
2.普段はどの場所で生涯学習を実践するか。（複数選択できる） 
A.家 B.コミュニティ C.図書館・博物館・美術館  




A. 書籍と資料の閲覧 B. 公共図書館プログラムを参加する 
C.公共図書館と協働する D.その他(  ) 
5.公共図書館で生涯学習を実践することに満足できるか。  
A.非常に満足 B.やや満足 C.どちらともいえない  
D.やや不満 E.非常に不満 
 





1.杭州図書館との協働の経験があるか。 A.ある B.ない 
2.（「ある」を選んだ人だけ）杭州図書館と協働することに関わる理由とを自
由に述べてください。 





1.性別を聞かせください。 A.男性 B.女性 







C.高等学校（中退・卒業） D.専門学校（中退・卒業）  




















































 （2 項目） 
1.今後高齢者サービスへの展望は何か 
2.今後生涯学習に関するサービスへの展望は何か 
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インタビュー調査項目（高齢者による高齢者プログラムの担当講師） 
一. 回答者について 
(7 項目) 
 
1.年齢 
2.「時光之旅」プログラムと自分の職歴に関係があると思うか 
3.公共図書館の利用頻度と目的 
4.図書館の資料の利用について 
5.あなたにとって、図書館はどのような場所 
6 杭州図書館生活主題分館以外の活動について 
7.公共図書館で「時光之旅プログラム」以外の高齢者プログラ
ムを行う予定について 
二.「時光之旅プログラム」を
始まるきっかけと経緯(4 項
目) 
 
1.文化サービスシステムの施設から、公共図書館を選んだ理
由 
2.公共図書館の中で杭州図書館生活主題分館を選んだ理由 
3.図書館で実施することの長所・短所について 
4.「時光之旅プログラム」のきっかけについて 
三.「時光之旅プログラム」の
運営の事項および杭州図書
館との交渉(5 項目) 
1.「時光之旅プログラム」を実施する形式・内容について 
2.「時光之旅プログラム」の宣伝について 
3.いつまで「時光之旅プログラム」を続ける予定 
4.「時光之旅プログラム」を行うため工夫していること 
5.報酬について 
四.生涯学習について 
(8 項目) 
1.生涯学習に関する認識 
2.「時光之旅プログラム」をやっていることと、自分が生涯学習
を実践することとの関係 
3.「時光之旅プログラム」を実施するために、学んだこと 
4.「時光之旅プログラム」を実施する間に、学んだことについて 
5.「時光之旅プログラム」を実施する間に、活用したことについ
て 
6.今は何をために、どのような感心か目的を持って、何を学ん
でいる？ 
7.「時光之旅プログラム」を続ける意義 
8.「時光之旅プログラム」から得たものについて 
五.協働について(2 項目) 1.「時光之旅プログラム」を行う目的について、杭州図書館生
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活主題分館と一致しているか 
2.他の文化サービスシステムの施設と協働する予定について 
